
近藤　大介  議員

不健全な
　国保会計をどうするか？

安定的な運営をめざす町長

【
近
藤
】
平
成
27
年
度
か

ら
国
か
ら
入
っ
て
く
る
交

付
税
が
徐
々
に
減
額
さ
れ

る
。
特
例
措
置
が
な
く
な

る
５
年
後
の
財
政
状
況
を

ど
の
よ
う
に
推
測
し
て
い

る
か
。

【
町
長
】
本
町
は
一
般
会

計
予
算
の
う
ち
普
通
交
付

税
の
占
め
る
割
合
が
43
％

で
、
こ
の
減
少
は
財
政
運

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。

　

現
状
で
は
、
国
の
方
針

に
不
透
明
な
部
分
が
あ
り
、

５
年
後
の
財
政
推
計
の
見

通
し
が
立
て
に
く
い
。

　

国
の
情
勢
を
見
な
が
ら

随
時
、
財
政
推
計
を
立
て

て
い
く
。

【
近
藤
】
今
後
、
財
源
が

減
る
こ
と
に
対
し
て
、
職

交
付
税
の
減
少
が

　
　
認
識
さ
れ
て
い
る
か
？

町長

町
民
に
も
周
知
し
て
い
く

【
近
藤
】
国
保
会
計
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
ず
っ
と

単
年
度
の
赤
字
が
続
い
て

い
る
。
平
成
27
年
度
予
算

で
は
、
国
保
会
計
の
基
金

も
底
を
つ
き
、
一
般
会
計

か
ら
さ
ら
に
５
０
０
０
万

円
も
の
赤
字
補
て
ん
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

不
健
全
な
会
計
に
な
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
事
態
を
招

い
た
責
任
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
平
成
26
年
度
の

保
険
給
付
費
の
動
向
か
ら
、

約
１
億
２
０
０
０
万
円
の

財
源
不
足
が
生
じ
た
。

　

本
町
の
国
保
税
は
、
県

内
で
２
番
目
に
高
く
、
連

続
の
国
保
税
引
き
上
げ

は
行
わ
な
い
と
判
断
し
た
。

基
金
を
全
額
投
入
し
、
残

り
の
不
足
分
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入

れ
に
よ
り
補
う
方
針
と
し

た
。

　

今
後
、
国
の
制
度
改
革

の
情
勢
を
見
守
り
、
財
政

支
援
拡
充
の
具
体
的
な
施

策
の
内
容
を
ふ
ま
え
、
安

定
的
な
運
営
を
め
ざ
す
。

員
の
危
機
感
や
、
町
民
の

認
識
が
不
足
し
て
い
な
い

か
。

【
町
長
】
職
員
に
は
予
算

編
成
方
針
な
ど
、
折
に
触

れ
て
示
し
て
お
り
、
危
機

感
は
も
って
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
た
だ
、
町
民
への

周
知
は
不
足
し
て
い
る
と

思
う
。

　

広
報
だ
い
せ
ん
５
月
号

で
当
初
予
算
の
掲
載
を
す

る
予
定
で
、
交
付
税
が
減

少
し
て
い
く
こ
と
へ
の
影
響

も
周
知
し
て
い
く
。

5年後の財政はどうなる

制度改革を報じる国保新聞
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